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1.取扱高
(1) 年間取扱高

平成 2年中 (1月5日から 12月30日、閤市日数 287日）

の松取扱数量は、 847,319tで前年比 99.7°・0と前年をやや

下回り、松取扱金額は、 843,694百万円で前年比 I03. 7 ~.と

前年をやや上回ったため、松平均層格は、 996円と前年に

比ぺ58円高 (6.2%高）となった．取扱数量では、鮮魚顛は、

ハマチが増えたが、サパ、マイワシ、カツオなどが汝少、

マグロ類もやや汝少し、全体では、 2.0 ％汝となった．冷

凍魚類は、冷ギンタラが需要増で大幅な入荷増となったが、

海外産地の不漁により輸入の活った冷タコ、高値低団の冷

カレイ類が汝少、冷イカ類、冷サケ・マス類も入荷汝少し

全体では、 2.5 %汝となった。活魚類は、 4.5 %汝となっ （イ）冷凍品

た．加工品類は、焼物製品と切身加工品は増加、塩千品は 冷凍魚頷の取扱数輩は、 285,557tで前年比 97.5%と減

前年並、塩蔵品、練製品などは汝少し、全体では、 2.9% 少し、乎均価格は 1,072円で前年比69円高となった．主要

汝となった．取扱金額では、鮮魚頬は、 5.6 %増加、活魚 品目で見ると、冷エピ頬は、インドネシア物1.5割増、タ

類は、 9.1％増加、貝類は、 5.7%増加、冷凍魚類は、 4.3 イ物 7.3割増と、主力 2カ国が順調に延びたが、台湾物が

％増加、淡水魚類は、 2.9 9--o汝少、海藻類は、 11.7 9--o増 7.3割減、冷アカエピが1.2割液などとなり、全体では、

加、加工品は、 0.4％増加となった。平均価格では、鮮魚 0.7割増となった。平均価格は、 915 円で、前年比 205円

類は、 7.8%高、活魚類は、 4.3%高、貝類は． 8.1 %品、 高となった．冷サケ・マス類は、生鮮物の出回りに押され

冷凍魚類は、 6.9 ％高、淡水魚類は、 0.1 %安、海藻頴は、 1. 8割減となった。平均価格は、 915 円で前年比54円安と

3.6 %高、加工品類は、 3.4 ％高となった。 なった。冷イカ類は、供給過剰に加え、近海生スルメイカ

の好漁が重なり、入荷は、 2割液となった．平均価格は、

（ア）生鮮品 585 円で前年比35円高となった．冷マグロ顛は、冷ホンマ

鮮魚類の取扱数量は、 173,388tで前年比 98.0 %とや グロが 1.7割増、冷キワダが 5割増となったが、主力の冷

や汝少し、乎均価格は、 1,109円で前年比80円高となった。 メパチが 0.3割減となり、全体では、 0.3割増となった．

主要品目で見ると、サンマは、 3年続きの豊漁となったも 乎均価格は、 1,699 円で前年比30円安となった．その他の

のの、大型物が少なかったためか、入荷は、1.6割汝となつ 冷凍魚類では、冷タコは、モーリタニアやモロッコの不漁

た．平均価格は、 108 円高となった。近年にない大不漁と による輸入量減の影響を受けて、入荷は 1割汝となった。

なったサパは、 2割減となった。乎均価格は、 138 円高と 平均価格は、 712円で前年比57円高となった。冷スリミは、

なった．マグロ類は、メパチの輸入物が増加したが、マグ 2.4割増となり平均値格は、 362 円で 2円高となった。冷

ロの国内物、キワダの田内物、乾入物が汲少となり、全体 サパは、1.6割増となり、乎均価格は 291円で 5円安となっ

では、わずかに減少となった．乎均価格は、180円高となっ た．冷凍貝類の取扱数量は、 5,977 tで、前年比88.0%と

た．マイワシも不漁が絞き、入荷は、 1割減となった．平 なった．平均価格は、 1,510円で、前年比 243円高となっ

均価格は、 46円高となった。スルメイカは、 0.5割液とな た．主要品目で見ると、冷ホタテ貝は、 2.7割液で、 403

り、平均値格は、 60円高となった．マアジは、比較的豊漁 円高となった．冷アワピも 2.7割汝で、 1,2 6 9円高となっ

となったが、入荷はほぽ前年並であった．平均価格は、 1 た．冷凍淡水魚の取扱数量は、 515 tで、前年比 82.5%と

円安となった．カツオは、前年に絞き不漁で、入荷は 1.5 なった．平均価格は、 954円で、前年比 161円高となった。

割減となり、乎均債格は、 169 円高となった。養漬ハマチ 主要品目で見ると、冷アユが、 1.4割減で 88円安となっ

は、 3.8割増となり、平均債格は、 206 円安となった．活 た．冷ワカサギは、 2.8割汝で、平均価格は、32円高となっ

魚類の取扱数量は、 12,582 tで、活アナゴ、活マタイな た．

どが増加し、前年比 104.5 %となった．平均価格は、 2,117
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図 1-1 総取扱数拭の動き
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円で 88円高となった．貝類の取扱数呈は、 55,218 tで、

前年比 99.0%と汝少した。平均価格は、 973円で前年比 64

円高となった．主要品目で見ると、アカ貝がI.5割減で、

143 円高、アサリは、 0.I割汝で31円高、アワピは、 0.4

割汲で I,086 円高、トリ貝は、 2.5割汲でI,05 I円高、ア

オヤギは、 2.3割増で 117 円安、ムキカキは、 0.7 割汝で

229円高、ムキホタテ貝は、 0.8割波で255 円高となった．

淡水魚類の取扱数呈は、 3,728tで前年比 99.7 %とわずか

汝少し、平均債格は、 1,367 円で前年比39円安となった．

主要品目で見ると、アユが 0.3割増で、 4円安となった。

ウナギが 0.7割波で、 369円安となった。
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図2-1 鮮魚取扱数凪の動き
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（ウ）加工品 白活魚悶取扱数量 956t (対前年比 105.8 %) 
加工品の取扱数量は、 302,575tで前年比 97.1%と減少 乎均価格 1,949円( /J 202円高）
した．平均値格は、 817円で前年比 27円高となった．主要 取扱数量では、活シマアジが 8.4割増、活タコが5割増、
品目で見ると、焼物製品は、蒲焼ウナギが5.6割増となり、 活カンパチが 4.8割増となり、活カレイが 3.8割減、活ハ
全体では1.3割増となった．乎均価格は 1,743円で、 71円 マチが1.4割液となった．平均価格では、活カンパチが3.8
高となった．塩干品は、開干アジがわずかながら沿少、全 割高、活タコが 4.2割液となった。
体では、ほぼ前年並となった．平均価格は、 508円で 19円 白貝類 取扱数量 5,012 t (対前年比 101.1%) 
高となった．塩蔵品は、塩ペニサケが 4.6割増となったが 平均層格 960円（ 11 97円高）
塩アキサケが1.3割汝、塩シロサケが 2.7割汝となり全体 シジミ、ホタテ貝、アオヤギなどが増加したが、アサリ、
では、 0.7割汝となった．平均価格は 1,644円で 12円安と アカ貝などが汲少した．
なった．煮干製品は、煮干イワシが 0.5割沿、シラス干は 白冷凍魚類 取扱数量 21,075t (対前年比 99.7°/o) 
2割汝となり、全体では、 0.8割汝となった．平均価格は、 平均債格 963円（ 11 26円安）
1,271円で82円高となった．

(2) 月別取扱高

1 月
女鮮魚類 取扱数量 13,58lt (対前年比 98. 4%) 

平均値格 I,178円（ II 114円高）

取扱数.i:では、マグロ（翰入）は、東南アジア方面の搬

入が増加し 2.5倍増となり、マグロ（田内）は、漁不振で
7.6割汝となった．スルメイカは、山陰沖合と対馬周辺で
好漁となり、入荷も 2.7割増となった。カツオは、 3.5割

減、マアジは 3.2割汝となった．平均価格では、入荷減少

のキワダ（国内）が 8割高、カツオが 6.3割高、マアジが
4.7割高となった．入荷増のスルメイカが 1割安、サパが

I. 5割安となった．
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因3-1 貝類取扱数屈の動き
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図2-2 鮮魚平均価格の動き
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取扱数量では、冷エピ傾が、タイ物、インドネシア物が

大幅増となり、全体ではI.9割増となった。冷スルメ (N

z) が 2倍増となった．冷マグロ類は、キワダ、ピンナガ

が大幅汝となり、全体では 0.9割汝となった．冷カレイ顕
は、アサパが大幅減少し、 3割液となった．平均価格では、
入荷減の冷カレイ類が 3.9割高となった。冷マグロ類は、
キワダが 0.9割高、ピンナガが I.9割高となり、全体では、

0.4割高となった．冷サケ・マス類は 2.2割安となった。
白加工品類 取扱数量 21, 181 t (対前年比 101.1 %) 

平均価格 694円（ II 26円安）

取扱数量では、切身加工品が、冷サパ切身が 3.8割増と
なり、全体では 2.6割増となった．焼物製品は、 0.9割増

となった．塩蔵品は、塩アキサケが 3.3割汲、塩シロサケ

が 5.1割汝となり、全体ではI.4割沿となった．平均価格

では、焼物製品がI.2割高、切身加工品が 0.6割高となっ
た．塩蔵品は、 0.5割安となった
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図3-2 貝類平均価格の動き
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千トン
図4-1 冷凍魚取扱数羹の動き
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2 月
白鮮魚類 取扱数量 13,049t (対前年比 101. 5%) 

乎均価格 I, 086円( II 37円高）

取扱数量では、マグロ（輪入）は、フロリダ物、チュニ

ジア物などが増加し、 7.4割増となった。サパは、日本海

巻き網漁が好調で、 2.2 割増となった。スルメイカは、日

本海、山口～福岡沖合で好漁が続き、 7.8割増となった。

カツオは 2.2割減、マアジは I.3割減となった。平均価格

では、入荷減少のカツオが 3.6割高、マアジが 1.3割高と

なった．入荷増のサパは、 2割安、スルメイカは、 2.3割

安となった．

凸活魚類 取扱数量 895 t (対前年比 104. 9%) 

平均価格 1, 9 95円( II 149円高）

取扱数量では、活カンパチが 1.1割増、活タコが 3.3割

増となった。活カレイは 4.5割液、活スズキは 3.1割汝と

なった．平均価格では、活カレイが 3.7割高、活スズキが

2割高となり、活タコは、 3割安となった．

女貝類 取扱数量 4,997t (対前年比 92. 2 %) 

乎均価格 896円( II 82円高）

シジミ、アオヤギなどが増加したが、アサリ、 アカ貝な

どが沿少した．

臼冷凍魚類 取扱数量 21.735t (対前年比 96. 5%) 

平均価格 1, 00 4円( II 84円高）

取扱数量では、冷エピ類は、インドネ シア物、タイ物等

が順調で、全体では 4割増となった。冷タイ額は 6割増と

なった．冷イカ類は、生鮮品に押され、ニュージーランド

物以外は汝少し、全体では、 2.6 割液となった。乎均価格
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図5-1 加工品取扱数旦の動き
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図4-2 冷凍魚平均価格の動き
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では、入荷減の冷カレイ頷が3.4割高となった。冷サケ・マ

ス類は、シロサケが 2.2割安、ベニサケが 2.8割安となり、

全体では、 2.4割安となった。

＊加工品類 取扱数I 22,682t (対前年比 97. 4 %) 

乎均価格 678円( II 14円安）

取扱数量では、素干品は、干スルメが 2.2倍増となり、

全体では、1.2割増となった。切身加工品は、冷サパ切身

が 2.2倍増、冷タラ切身が1.7倍増となり、全体では、 4.

7割増となった。乎均価格では、塩干品が 4割高となった。

焼物製品は、1.4割高となった。煮干製品は 0.9割安 、素

干品、 0.7割安となった。

3 月

＊鮮魚類 取扱数呈 14,469t (対前年比 101. 2%) 

乎均価格 1,166円( " 78円高）

取扱数髪では、マグロ（翰入）は 5割増となったが、マ

グロ（国内）は 2割減となった。サパは、西日本各地で順

調な水揚げがあり、 3.5割増となった。カツオは、例年よ

り早く漁が始まったが、入荷少なく、 1.8割減となった。

マアジは、 1.6割滅となった。平均価格では、入荷減のマ

グロ（国内）が 4割高となった。マグロ（輪入）は、品質

鮮度共に良く、 3.3割高となった。サパは、 1割安となっ

た。入荷増のスルメイカは、 1.7割安となった。

＊活魚類 取扱数量 l,092t (対前年比 102. 7%) 

平均価格 2,119円( " 133円高）

取扱数量では、活イシタイが 3割増 、活カレイが 2.2 

割増となった。活カンパチは、 2.6割減となった。乎均価
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格では、活カンパチが 6.8割高、活マタイが 1割高となっ
た．活ハマチ、活スズキは、I.3割安となった．
凸貝悶 取扱数量 5,432t(対前年比 88.6%) 

乎均僅格 938円( II 9 7円高）

アサリ、アカ貝、ムキカキ等が疫少した．

白冷凍魚類 取扱数量 26,372t (クす前年比 87. 5%) 
平均値格 I, 00 I円（ II 55円高）

取版数量では、冷凍マグロ類は、メパチが1.3割増となっ
たものの、キワダが5.3割汝、ピンナガが4.7割汝となり、
全体では、 2割汝となった．冷サパは、ノルウェー物等輸
入物が大幅に減少し、 4.8割減となった．平均価格では、

冷マグロ煩は、キワダがl.5割安、メパチが 0.7割安とな
り、全体では、 0.5割安となった．冷カレイ類は、 I.9割
高となった．冷タイ悶は、 3割高となった．冷サケ・マス

類は、 2割安となった．

白加工品類 取扱数量 26,495t (対前年比 94.6%) 
平均層格 741円（ II 8円安）

双扱数量では、素干品は、干スルメが 7.2割増となり、

全体では、I.3割増となった．塩成品は、塩アキサケ、塩

シロサケが大幅汲となり、全体では、I.4割汝となった．

平均価格では、煮干製品は、煮干イワシが 0.8割高、シラ

ス干しがI.4割高となり、全体では、I.5割高となった．

塩蔵品は、 0.8割安、素干品は、I.5割安となった．

4 月
白鮮魚類 双級数量 13,452t (対前年比 98.3%) 

乎均価格 I, 119円（ II 9 4円高）

時化の影響から、全般に入荷は振るわなかった．取扱数

量では、マグロ（輸入）は 7割増となった．ハマチは 5.4

割増となった．マグロ（国内）は、 I.4割汝となった．ヵ

ツオは、房州の漁がまずまずだったが、九州、四国、東海

物が低真で、 3.2割減となった．平均価格では、入荷汝の

カツオが 4割高となった．キワダ（国内）が2.2割高となっ

た．入荷増のハマチは、 2割安となった．
凸活魚類 取扱数量 1.016t (対前年比 103. 7%) 

平均値格 2,122円( II 156円高）

取扱数量では、活カレイが1.9割増、活クコが 2.7割増
となった．活カンパチは 3.2割汝となった．平均価格では、
活カンパチが 5.5『J高となった．活ハマチは、I.8割安と

なった．

白貝類 取扱数量 4,627t (対前年比 91.2%) 

乎均価格 1,034円( II 186円高）

シジミ、アオヤギが増加したが、アサリ、アカ貝、ハマ

グリなどが汝少した．

凸冷凍魚類 取扱数量 25,706t (対前年比 119.3%) 
平均11格 1,028円( II 5 4円安）

双扱数量では、冷凍サケ•マス類は、ペニサケが 8.2 割

増、シロサケが0.7割増となり、全体では、 2.3割増となっ
た．冷エピ類は、インドネシア物、インド物等が大幅に伸

び、全体では、 5割増となった．冷サパは、伊豆諸島周辺

や房州沖のたもすくい漁が不振て＇、冷凍物の依存度が高ま

り、 2倍増となった．平均僅格では、入荷汝の冷サワラは、

4.8割高となった．冷サケ・マス類は、シロサケが 4割安、
ペニサケが 3割安となり、全体では、 2.4割安となった．
白加工品類 取扱数量 25,363t (対前年比 94.6%) 

平均僅格 741円( II 8円安）

取扱数量では、塩蔵品は、塩アキサケが 1.2割増、塩ペ
ニサケが9.7割増、塩ギンサケが 6.2割増となり、全体で

は、1.7割増となった．煮干製品は、煮干イワシが1.5割

減、シラス干が 2割汝となり、全体では、 0.8割汝となっ

た．平均僅格では、煮干製品は、1.7割高となった．塩蔵

品は、I.4割安となった．

5 月
白鮮魚類 双扱数輩 14,690t (対前年比 97. 4%) 

平均債格 I. 045円（ II 61円高）
取扱数量では、マアジが山陰沿岸で好漁、 2.4割増となっ
た．ハマチは、 4.6割増となった．サワラ類もI.5割増と

なった．マグロ（国内）は、日本近海の油まとまらず、 5

割減となった．サパは、特に九州西方海域で不振、 2.6割

液となった．平均値格では、大幅入荷汝となったマグロ(

llil内）が 5.6割高となった．入荷量は前年並となったマグ
ロ（輸入）は、 2.3割高となった．サパは、 4.8割高となっ
た．マアジは、 2.6割安となった．ハマチは、 2.8割安と
なった．

凸活魚類 取扱数量 1, 114t (対前年比 112.8%) 

平均値格 2, 0 I 1円（ II 4円安）

取扱数量では、活スズキは、I.8割増となった．活マタ
イは、 3.6割増となった．活カンバチが 5.3割汝となった．
凸貝類 取扱数量 4,843t(対前年比 95. 8%) 

乎均値格 1. 038円（ II 10 4円高）

シジミ、ハマグリが増加したが、アサリ、アカ貝などが

疫少した．

女冷凍魚類 取扱数量 25,0Z!t (対前年比 113. 6%) 
乎均価格 1,053円( II 36円高）

取扱数量では、冷イカ類は、田内スルメイカとモンゴウ

イカが大幅増加し、全体では、I.5割増となった．冷エピ
類は、タイ物が急増し、全体では、 1.6割増となった．冷
サケ・マス類は、ペニサケが大幅増となったが、シロサケ

が半汝し、全体では、I.3割汝となった．平均価格では、
入荷減少した冷カレイ類が 4割高となった．冷イカ類は、
スルメイカ（国内）がI.7割高、スルメイカ (NZ) が 3

割高、スルメイカ（ SA) が 3.5割高となり、全体では、

0.5割高となった．入荷増の冷サパは、I.3割安となった．
凸加工品類 取扱数量 26,011 t (対前年比 99. 7%) 

平均値格 760円（ II 3 2円高）

取扱数量では、焼物製品は、蒲焼きウナギが 6割増とな

り、全体では、1.3割増となった．煮干製品は、シラス干
が1.8割汝、煮干しイワシが 1.2割減となり、全体では、
0.9割汝となった．平均僅格では、煮干製品は、シラス干

が 3.9割高となり、全体では、 2.6割高となった．塩蔵品

は、アキサケが 2.8割安、ペニサケが 2割安となり、全体
では、小幅安となった．

6 月
公鮮魚類 双扱数量 l4,495t (対前年比 101.0%) 

平均価格 I, 021円（ II 37円高）

取扱数量では、マアジが山陰沿岸で好漁、入荷は 2.5割

増加となった．ハマチは、 4.4割増となった．マグロ（籟
入）は前年並となったが、マグロ（国内）は、漁不振で絶

対量少なく、 6.2割汝となった．カツオは、日本近濁の漁
不振で 2.2割汝となった．平均(i格では、入荷大幅汝のマ

11 

グロ（国内）が 6.8割高となった．カツオは、 3割高となっ
た．入荷増のハマチは、 2.7割安となった．マアジは、 5.

2割安となった．

凸活魚類 取扱数量 I, 149 t (対前年比 112.5%) 
平均僅格 2,093円( II 31円高）

取扱数量では、活マタイが 6割増、活シマアジが1.9割
増となった．活カンパチは、 4.4割汝となった．平均債格

では、活カンバチは、 3.6割高となった．活マタイは、 0.7
割安、活シマアジは、 0.9割安となった．

白貝類 取扱数量 4,435t(対前年比 92. 9%) 

平均値格 1,092円( 11 I 08円高）

ハマグツ、シジミなどが増加したが、ホタテ貝、アサリ

などが大幅に活少した．

凸冷凍魚類 取扱数量 23,804t (対前年比 113.6%) 

平均(i格 1,104円( JI 祁円高）

取扱数量では、冷サケ・マス類は、シロサケが半沙した
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が、ペニサケが 3.7倍増となり、全体では、 2.2割増となっ

た．冷エピ類は、タイ物が大幅増となり、全体では、1.9 

割増となった．冷イカ類は、輸入物、田内物とも大幅液少

し、全体では、 2.7割減となった．乎均価格では、冷イカ

類は、冷スルメ (SA) が 3.4割高、冷スルメ（国内）が

1. 9割高などとなり、全体では、1.1割高となった。入荷

増の冷タイ類は、小幅安となった。同じく入荷増となった

冷キンメタイは、1.3割安となった．

白加工品類 取扱数量 24,811 t (対前年比 96. 6%) 

乎均 11格 777円（ II 36円高）

取扱数量では、塩蔵品は、塩アキサケが 2倍増、塩ペニ

サケが 1割増となり、全体では、 0.9割増となった。焼物

製品は、1.2割増となった．素干品は、干スルメが 3割汝

となり、全体では、 2.4割減となった．乎均価格では、入

荷増の煮干製品が 2割高となった．素干品は、干スルメが

2.3割高となり、全体では、 1.3割高となった．

7 月
白鮮魚類 取扱数I 14,082t (対前年比 99. 50{) 

平均価格 1. 049円( " 90円高）

取扱数量では、キワダ（国内）が、ソロモン海域、西経

漁場などの漁が好調で、 4.6割増となった．メパチは、田

内物が 8.7割増、輪入物が 7割増となった。カツオは、不

漁で 2割減となった．サパは、 2.3割波となった．平均価

格では、大幅汝となったマグロ（国内）が 6.6割高となっ

た．カツオは、 3.4割高となった。入荷増となったキワダ

（国内）は 3割安となった．ハマチは、 2.7割安となった．

白活魚類 取扱数菫 1,156 t (対前年比 108. 7%) 

乎均価格 2,250円( " 153円高）

取扱数輩では、活シマアジが 2.1割増、活マタイが 5.8

割増となった．活カンパチは 3.3減、活スズキは1.3割汝

となった．乎均価格では、活カンバチが 3.3割高、活スズ

キが1.7割高となった。活スズキは 1割安、活マタイは1.6 

割安となった．

女貝類 取扱数量 4,521t (対前年比 94. 2%) 

平均値格 1,162円( " 14 7円高）

シジミ、ハマグリは増加したが、ホタテ貝は大幅液．と

なった．

女冷凍魚頬 取扱数量 25,568t (対前年比 100.1%) 

平均価格 1,059円( " 114円高）

取扱数鼠では、冷エピ頬は、ムキエピが主力の中田物が

大幅増となったほか、タイ物、インドネシア物も依然入荷

多く、全体では、 1.7割増となった．冷タコは、 3.4割増

となった．冷イカ頬は、冷スルメ（国内）が 5.3割液とな

り、全体では、 4割汝と大幅に液少した．平均価格では、

冷エピ類は、1.6割高となった．入荷汝となった冷サケ

マス類は、 2.5割高となった．入荷増となった冷サパは、

2.2割安となった．

＊加工品傾 取扱数量 24,276t (対前年比 99.1%) 

平均値格 854円( " 77円高）

取扱数量では、煮干製品は、煮干イワシが 2.6割増、シ

ラス干しが 2.3割増となり、全体では、 2割増となった。

焼物製品は、 2.5割増となった。素干品は、干スルメが2.6

割減となり、全体では、1.7割汝となった。平均価格では、

煮干製品は、 4.4割高となった．素干品は、 0.9割高となっ

た．焼物製品は、小幅安となった．

8 月
女鮮魚類 取扱数量 11,804 t (対前年比 91. 0%) 

乎均価格 1,135円( " 143円高）

取扱数輩では、マタイは、天然物、蓑泣物ともに 2割増

となった．マグロは、国内物が 3.3割汝、輪入物が 5割液

となった．マイワシは、 2.6割減となった。平均価格では、

入荷汝のマグロ（国内）が 5割高、マグロ（輪入）が 4.2

割高となった．マイワシは、 4.5割高となった。入荷減の

スルメイカは、 3.3割高となった．

白活魚類 取扱数量 985 t (対前年比 105. 2%) 

平均価格 2,297円（ II 98円高）

取扱数菫では、活マタイが 4.6割増、活スズキが 3.4割

増となった．活カンパチは 3.3割減、活ヒラメは 2.5割減

となった．平均価格では、活カンパチが 2.4割高、活ヒラ

メが 3.4割高となった．活スズキは小幅安、活マタイは、

1割安となった．

白貝類 取扱数量 4,144t (対前年比 114.1 %) 

平均価格 1,151円（ II 25円安）

アサリ、ホタテ貝、アオヤギなどが増加となった。

白冷凍魚類 取扱数菫 22,748t (対前年比 92. 4%) 

乎均価格 1, 0 9 9円( II 22円高）

取扱数呈では、冷カレイ頷は、I.2割増となった。冷イ

カ類は、冷スルメが国内物、輪入物ともに大幅沿となり、

3か月連続で 2ケタ沿少し、全体では、 2.4割汝となった。

冷サケ・マス類は、冷シロサケが 3.3割汝、冷ペニサケが

1割減となり、全体では、I.3割減となった。平均価格で

は、冷イカ顛は、冷スルメ（国内）が 2.4割高、冷スルメ

(NZ) が 3.5割高、冷スルメ（ SA) が 8.3割高となり、

全体では、 2.3割高となった．大幅増となった冷サンマは、

3.2割安となった。

女加工品類 取扱数量 21,376t (対前年比 97. 7%) 

平均価格 826円( II 75円高）

取扱数量では、塩干品は、丸干イワシ、関干サンマなど

が増加し、全体では、小幅増となった．焼物製品は、 3.2

割増となった．塩蔵品は、塩ペニサケが 3.4割増となった

が、塩アキサケがI.2割汝、塩シロサケが 3.7割減となり、

全体では、 1割液となった．平均価格では、塩蔵品は、 1.6 

割高となった．塩干品は、小幅安となった。

9 月
文鮮魚類 取扱数量 15,003t (対前年比 88. 8%) 

乎均価格 I. 021円（ 11 121円高）

取扱数且では、キワダ（国内）は、 7割増となった。メ

パチ（国内）は、I.4割増、メパチ（輸入）は、 8.3割増

となった．マイワシは、三陸近海、山陰沿岸の漁不振で、

2.6割減となった。平均価格では、入荷汝のマイワシが 5

割高となった。マアジは I.8割高となった。ハマチは、 2.

7割安となった．

白活魚類 取扱数量 886 t (対前年比 94. 4%) 

平均価格 2,405円( 11 142円高）

取扱数量では、活マタイが 4割増となった．活アナゴは、

2.7割汝となった．平均価格では、活アナゴが 4.5割高、

活マタイは、I.4割安となった．

白貝類 取扱数量 4,414t (対前年比 106. 2%) 

平均価格 I. 064円( 11 19円安）

アサリ、アオヤギが大幅増となった．

白冷凍魚類 取扱数量 22,673t (対前年比 87. 3%) 

平均価格 1.118円( II 156円高）

取扱数量では、冷マグロ類は、キワダが豊漁続きで大幅

増となり、インドマグロも 4割増で、全体では、I.2割増

となった．冷イカ顛は、スルメイカ（国内）が 2.8割減、

スルメイカ (NZ) 、 (SA) も大幅汝となり、全体では、

3.8滅となった。冷カレイ顕は、アサパ、オヒョウ、カラ

スなど減少となり、全体では、小幅淡となった。平均価格

では、冷カレイ類が 4割高となった。冷エピ類が I.8割高

となった。冷マグロ傾は、大幅増のキワダが 3.4割安、イ

ンドマグロも大幅安となったが、全体では、ほぼ前年並と

なった．

白加工品類 取扱数:i: 24.060t (対前年比 91.2%) 

平均価格 817円( II 2 4円高）

取扱数輩では、焼物製品は、 1.7割増となった。塩蔵品

は、塩アキサケが 3.2割液、スジコ、イクラなどの加工魚

卵も 2~ 3割汝となり、全体では、 2.4割減となった．素
干品は、干スルメが 3.1割液となり、全体では、 2割滅と

なった．乎均価格では、素干品は、干スルメが 4.6割高と



なり、全体では、 3.4割高となった．煮干製品は、シラス 類は 、全般に低調でI.3割汝となった． 冷サケ・マス類
千が 3.4割高となり、全体ては 、3.2割高となった． は、シロサケが大幅減少となり、全体では、 3割減となっ

た．平均価格では、入荷減少の冷カレイ傾が3.3割高となっ
10 月 tこ．冷エピ類は、I.7割高となった．

白鮮魚類 取扱数量 17,183 t (対前年比 IO I. 5%) 白加工品傾 取扱数量 27,283t (対前年比 94. 8%) 
平均11格 1,033円( II 76円高） 平均価格 921円（ II 37円高）

取扱数量では、メパチは、国内物が 1割増 、鞘入物が 、 取扱数量では、塩蔵品は、ペニサケが 2倍増とな った
I. 6割増となった．ハマチは、入荷順訓で 7割増となった ． が、アキサケ 、シロサケ、ギンサケなどは汝少となり 、全
マタイは、天然物が 2.5割増、蓑H物が 5割増、輸入物が 体では、 1.2割汝となった．平均11格では 、塩蔵品は 、入
2.3割増となった．マイワシは 、各漁場で漁振るわず 、入 荷汝の塩カズノコが 2.8割高となったが 、全体では、ほぼ
荷は、1.5割汝となった．平均層格では 、マイワシが 3.3 前年並となった．煮干製品は2.5割高、素干品はI.3割高と
割高となった．メパチは 、国内物が 1割安 、輸入物が小幅 なった．

安となった．

凸活魚類 双扱数量 1,010 t (ク9|前年比 104.1 %) 12 月
平均価格 2,264円( II 187円高） 白鮮魚類 取扱数量 16,374t (対前年比 98. 0%) 

取扱数量では 、活マタイが 45割増となった．活カンパ 平均11格 I, 371円（ II 7 7円高）
チが 3割汝となった．平均価格では、活カ ンバチが 1割高 、 取扱数量では 、ハマチが 、2.7割増となった．シロサケ
活マタイが 、 1割安となった． は、 1.1割増となった．マイワシは、三陸北部の漁がやや
白貝類 取扱数量 6, 111 t (対前年比 104.2%) まとまったが 、主要漁港の水揚は 34 ％液となった．入荷

平均価格 950円( II 15円高） は、1.1割減となった．スルメイカは 、1.6汝となった．
アサリ、シジミ、アオヤギなどが増加し、アカ貝が汝少 平均価格では、入荷汝のマイワシが 7割高となった．スル
した． メイカは、1.8割高となった．入荷増のハマチは、I.9割
白冷凍魚類 取扱数量 23,087t (対前年比 91.3%) 安となった．

平均値格 1,109円( n 151円高） 白活魚類 取扱数量 1.325t (対前年比 100. 4%) 
取扱数量では、冷マグロ類は、インドit及び大西洋漁場 乎均催格 1,961円（ II 59円安）
で豊漁だったキワダが 2.5倍増とメパチの汝少を補い 、全 取扱数量では、活マタイが 4.2割増となった．活スズキ
体では 、 2割増となった．冷サパは 、生鮮物の出回り少な は、 I.2割汝となった．平均1i格では 、活カレイが 2.3割
く、輸入物も増え、 3割増となった．冷イカ類は 、生鮮物 高となった．活ハマチは 、 3割安となった．
に押され 3割減となった．冷カレイ顛は 、2.6割減となっ 白貝類 取扱数量 6,604t (対前年比 99. 3%) 
た．平均値格では、冷カレイ類は 、2.8割高となった．冷

マグロ悶は 、入荷増のキワダが 3.4割安 、インドが 2.3割

安となり 、全体では 、小幅安となった．

女加工品類 双扱数量 28,295 t (対前年比 96. 6°1,) 

平均値格 846円( II 43円高）

乎均11格 1,122円( ,, 71円高）

アサリ、シジミ 、ハマグリなどは増加したが、ウミタケ 、

カキ、アカ貝などが汝少した．

白冷凍魚類 取扱数量 25,863t (対前年比 92. I%) 

平均価格 I, 234円( 11 75円高）
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取扱数量では、焼物製品は、蒲焼きウナギが 3割増とな

り、全体では、 1 割増となった．塩蔵品は 、塩シロサケ
が 5.2割汝となるほか、ギンサケ 、スジコ、イクラ等も汝

少し、全体では、 0.9割汝となった．平均僅格では、焼物

製品は、I.2割高となった．煮干製品は 、3割高となった．
塩蔵品は、小幅安となった．

11 月

取扱数董では、冷カレイ類は 、カラスカレイ、コガネカ

レイが増加し、全体では、I.3割増となった．冷イカ類は 、
近海生スルメイカの好漁などの影響もあり 、国内物 、輸入

物ともに大幅汝少となり、全体では 、2.7割汝となった．
冷エピ類は、中国物 、台湾物などが減少し 、全体では 、I.3 

割減となった．平均値格では、冷イカ傾は、 1.5割高、冷

エピ類もI.5割高となった．冷マグロ類は 、入荷増のキワ

ダが 4.2割安、インドが1.7割安となり 、全体では 、小
凸鮮魚類 取扱数量 16.307t (対前年比 100. 2%) 

平均値格 I, 082円（ II 37円高）

取扱数量では、マグロは、国内物がI.I割増 、輸入物が

2.2割増となった．ハマチは、 5割増となった．不漁のサ

パは、 3.5割減となった．サンマは、 11月30日をもって漁

を切り上げた．入荷は、1.1割減となった．平均値格では 、

入荷減のカツオが 6.6割高となった．サパは、 8.3割高と

なった．ハマチは、2.6割安となった．入荷増のマタイ（天

然）は、 1.8割安、マタイ（養濱）は、I.5割安となった．

凸活魚類 取扱数量 998 t (対前年比 99. 8%) 

平均値格 I, 996円（ II 45円安）

収扱数量では、活マタイが 3.8割増、活シマアジが1.9 
割増となった．活カンバチは、 3.4割汝となった．平均債

格では、活アナゴが 1割高、活タコが 4割高となった．活
シマアジは1.6割安、活マタイは1.9割安となった．
白只類 取扱数量 6,057t (対前年比 99. 7%) 

平均値格 951円（ II 23円高）

アサリ、シジミ、アオヤギなどが増加し 、アカ貝、ホタ

テ貝などが汝少した．

白冷凍魚悶 取扱数量 21,905t (対前年比 87. 8%) 

乎均値格 1,078円( II 5 7円高）

双扱数量では、冷マグロ類は 、キワダ、ピンナガ、イン

ドが大幅増となったが、主力のメパチが在障薄を反映し 、

1. 4割汝となり、全体では、ほぼ前年並となった．冷イカ

安となった．

白加工品悶 取扱数量 30,742t (対前年比 95. 3%) 

平均価格 I, 049円( ,, 40円高）

取扱数量では、焼物製品は 、蒲焼きウナギが増加し 、全

体では、 0.9割増となった．塩蔵品は 、 シロサケ、ペニサ

ケ、ギンサケなどが 2~ 3割増加したが 、主力のアキサケ
が 3割減となり、全体では 、小幅沿となった．平均11格で
は、塩干品がI.5割高 、煮干製品が 2割高となった．塩蔵

品、焼物製品は、小幅安となった．

2.主要品目の取扱高
(1) マグロ類

元年の生鮮マグロ類の入荷量は 、巻網漁不振の紋くマグ

ロ(llil内）が 4.3割液と大幅に減少、キワダも国内・籟入

物ともに汝少となったが、輸入物好調のメパチは3.6割増

となり、全体では 、0.4割汝となった ．平均価格は 、232

円で180 円高となった．品目別に見ると、入荷汲少のマグ

ロ（国内）は、乎均債格が 1万円を超える月もあり 、高値

に推移じ、年間では、 1,5 2 2円高となった。キワダ（国内）

は 、1.8割汝で67円高となった．キワダ（輸入）はl.5割

減で、 76円高となった．入荷増となったメパナ（輸入）は 、

98円安となった．冷凍マグロ類では、冷キワダは在庫豊富
で 5割増となり 、値格は 282円安となった．冷メパチは 、
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0.3 割汝で、 20円高となった。全体では、 0.3割増で． 30 (12) 加工品類
円安となった． カマポコ類の入荷髪は、ほぼ前年並となった．乎均価格

(2) マアジ は、カマポコが34円高、チンミカマポコが 41円高、カニフ

前年不振だったマアジ漁は、各漁場で好調な漁となった。 ウミカマポコが 20円高、ササカマポコが 14円高となった．

入荷は、 4月までは液少が続いたが、 5月以降順調な入荷 干スルメ（国内）は、 0.6割液で 133円高、干スルメ (NZ)

が続き、年間では、 0.2割増となり、価格は前年並となっ は、大幅減となり、 22円高となった．シラス干は、 I.I割

た． 沿で425円高となった。

(3) サパ

サパ漁は、近年にない不漁で、水偽高は不振だった前年

を更に大輻に下回った．入荷は 、4月までは 増加が続いた

ものの5月以降はどの月も液少し、年間では、 2割汝となっ

た． 価格は後半特に高値で推移し 、年間では、 108円高と

なった．

(4) イワシ
マイワシの漁獲量は、道東海域で前年を若干上回ったも

のの、三陸、常馨で特に汝少し、全体の水椙高は、前年を

更に下回り、 8年ぷりに 300万t割れ (51漁港）となった。

入荷は、年間を通して汝少し、 1割祓となった。価格は 46

円高となった．

(5) カツォ
カツオは、日本近海での漁や、南方竿釣漁の不振で 、2

年連続の不漁となった．入荷は、 I.5割汝となり、価格は、

169円高となった。

(6) サンマ

2年のサンマの漁獲械は 、前年を更に上回り、 3年続き

の豊漁となったが、大型物が少なかったため、入荷は、 I.6

割減となった。価格は 、108円高となった。

(7) スルメイカ
全漁連がまとめた平成 2年の全国イカ水揚量によると、

スルメイカ（生鮮・冷凍）は 16万 6千t (前年比 1％増）と

前年並となった．生鮮物の入荷は、 0.6 割汝で、平均価格

は60円高となった．冷凍物は、冷スルメイカ（国内）が 、

I. 5割汲となり、 27円高、産地水揚量が大幅に減った冷ス

ルメ (NZ) が 7.5 割減で 13円高、冷スルメ (SA) も

5.5割波で、 37円高となり、冷イカ類全体では 2割汝とな

り、値格は、 35円高となった．

(8) 養殖ハマチ
前年は、出荷地の台風の被害などで入荷減少となったが 、

2年は、年間を通して 3年魚の在池皇が豊富に推移し、入

荷も順調で 3.8割増となった。価格は、 206円安となった。

(9) サケ・マス類

2年のサケ・マスの輪入量は、前年を上回り、史上最高

を更新した．アキサケの来遊量も前年を大きく上回り過去

最高となった．市場入荷は、生鮮サケ・マス類では、シロ

サケが前年並で、価格は、 60円安、輸入サケ・マスが2.5

割増で、 152 円高となり、全体では、 0.3割増で、値格は、

74円高となった．冷凍サケ・マス類は、冷シロサケは、 4

割汝で69円安、冷ペニサケは輸入物が増え、 0.3割増で 19

8円安、冷ギンサケは、 2割減で26円安となり、全体では、

I. 8割汲で54円安となった．塩蔵品は、ベニサケとマスノ

スケが増加したが、生鮮物の出回りに押され、アキサケ、

シロサケなどは汝少した．僅格は、アキサケが74円安、シ

ロサケが20円高、ベニサケが273円安となった．

UO) 魚卵
ィクラは、 0.7割汲で 167円安、スジコも 0.7割活で320

円安、スケコは、前年並で30円安となった．

(11) エピ類

生鮮エピ類は、クルマエピの国内物が 2.2割増、輸入物

が3.2 倍増で 114円高、タイショウエピが3.4割汝で 183円安

となった．全体では、 0.6割増で 102円安となった．冷凍工

ピ類は、台湾物が 7.3割活と大幅汝少となったが、主力の

ィンドネシア物がI.5割増、タイ物が7.3割増となり、全体

では、 0.7割増となった．平均価格は、台湾が359円高、イ

ンドネシア物が 196円高、タイ物が346円高となり、全体で

は、 205円高となった．

3.市場別取扱高
(1) 築地市場

松取扱高は、 747,355tで前年比 96%と液少 (34,384t

汝）し、稔取扱金額は、 755,004百万円で前年比 102%とや

や増加 (12,765百万円増）した．類別に見ると、鮮魚類の

取扱数量は 151,291t (6,284t液〉で前年比 96%となり、

取扱金額は、 173,726百万円 (6,439百万円増）で前年比

104%となった． 活魚類の取扱数量は、 ll,540t (383t 

増）で前年比 103%となり、取扱金額は、 24,908百万円

(1, 7 6 4百万円増）で前年比 108%となった．冷凍魚類の取

扱数量は、 249,486t (15,016t減）で前年比94%となり、

取扱金額は、274,035百万円（ 3,703百万円増）で前年比 101

％となった．加工品類の取扱数量は、 270,205t (11,961 

t汝）で前年比 96%となり、取扱金額は、 218,008百万円

(1, 812百万円汝）で前年比 99%となった．貝類の取扱数

量は、 54,304t (1,730 t減）で前年比97%となり、取扱金

額は、 56,622百万円 (2,645百万円増）で前年比 105%と

なった．淡水魚類の取扱数量は、 3,742t (194t液）で前

年比95%となり、取扱金額は、 4,975百万円 (221百万円減）

で前年比96%となった。海藻類の取扱数皇は、 6,787t (4 

18 t増）で前年比 107%となり、取扱金額は、 2,729百万円

(24 7百万円増）で前年比 110%となった。

(2) 足立市場
松取扱高は、 66,508tで前年比 92%と減少 (5,544t減）

し、松取扱金額は、 57,927百万円でほぼ前年並となった。

類別に見ると、鮮魚顕の取扱数量は 14,561t (1,235t液）

で前年比92%となり、取扱金額は、 12,093百万円 (310百

万円増）で前年比 103%となった．活魚類の取扱数量は、

727 t (37 t ~)で前年比 95% となり、取扱金額は、 1, 0 

26百万円 (25百万円増）で前年比 98%となった。冷凍魚

類の取扱数量は、 19,188t (3,734t減）で前年比 84%と

なり、取扱金額は、 16,682百万円 (671百万円液）で前年

比 84%となった．加工品類の取扱数量は、 25,238t (293 

t減）で前年比 99%となり、取扱金額は、 22,550 百万円

(106百万円増）で前年比 101%となった。貝類の取扱数量

は、 5,630t (322t液）で前年比95%となり、取扱金額は 、

4,794百万円 (156百万円増）で前年比 103%となった．淡

水魚類の取扱数量は、 379t (17t増）で前年比 105%とな

り、取扱金額は、 454百万円 (2百万円増）で前年比 100.5

％となった．海藻類の取扱数量は、 784t (69t増）で前

年比 108%となり、取扱金額は、 329百万円 (4.4百万円増）

で前年比 115%となった。

(3) 大田市場
松取扱高は、 33,456tで前年比 243%と増加 (19,708t

増）し、松取扱金額は、 30,763百万円で前年比 225%と増

加（ 17.064百万円増）した．頬別に見ると、鮮魚頷の取扱

数量は 7,535t (4,0llt増）で前年比 214%となり 、取

扱金額は、 6,455百万円 (3,504百万円増）で前年比 219

％となった．活魚類の取扱数櫨は、 316t (200t増）で

前年比 272%となり、取扱金額は、 701百万円 (476百万円

増）で前年比312%となった．冷凍魚頷の取扱数量は、 16,

883t (11,555 t増）で前年比 317%となり、取扱金額は、

15,456百万円 (9,656 百万円増）で前年比 267%となった。

加工品類の取扱数量は、 7,131t (3,143t増）で前年比 1

79%となり、取扱金額は、 6,593百万円 (4,830百万円増）

で前年比 171%となった．貝類の取扱数量は、1,261t (6 

60 t増）で前年比 185%となり、取扱金額は、 1,314百万円



(604百万円増）で前年比 185%となった．淡水魚類の取扱

数量は、 122t (58t増）で前年比 191%となり、取扱金

額は、 158百万円 (55百万円増）で前年比 153%となった．

溝藻類の取扱数量は、 207t (80 t増）で前年比 163%と

なり、取扱金額は、 86百万円 (38百万円増）で前年比 180

％となった．

ぶ大田市場の団大田合水は、平成元年 9月18日から業務

を閉柚した．

4.卸売業者別取扱高
(1) 築地市場

① 大都魚類掬
松取扱数量は、 148,219tで前年比 95%と浚少し、松取

扱金額は、 144,260百万円で前年比 98%と液少した．類別

には、数量で鮮魚類が、 5％液少 (1,733 t減）、淡水魚

も9％汝少 (69t汝少）、主力の冷凍魚類が、 5％汝少 (3'

344t沙）、加工品類は 7％の沿少 (2,298l汝）となっ

た．金額では、鮮魚類が、 4%増加（ I,423百万円増）、

貝悶は 3％増加 (434百万増）したが、冷凍魚類は、 3%

汝少 (I, 84 7百万円汝）となった．

② 中央魚類仰
紐取扱数量は、158,953tで前年比 94%と汝少し、松取級

金額は、 185,823百万円で前年比 102%と増加し、昨年に

続き取扱数量・金額ともにトップとなった．類別には、数

量で鮮魚類は、前年並となったが、冷凍魚類は、 10％漱少

(7,978t汝）し、加工品類も 8%汝少 (2,935t減）と

なった．金額では、鮮魚悶が、 2%増加 (3,469百万円増）

し、主力の冷凍魚頷も 2 ％増加、加工品悶は、 3?'o汝少

(1,168百万円汝〉となった．

③ 東都水産聡

粒取扱数量は、149,643tで前年比92%とやや減少し、松

取扱金額は、165,406百万円ではぼ前年並となった．類別に

は、数量で鮮魚類が、 7％汝少（ 2,590t汝）し、冷凍魚類

は12％汝少 (8,347t汝）、加工品類も 4％汝少した．海

涵顛はほぼ前年並となった．金額では、鮮魚類が、 2％増

加 (667百万円増）し、冷凍魚悶は、 4％疹少 (3,024百

万円汲）となった．

④ 築地魚市場（株

舷取扱数量は、141,172tでほぱ前年並となり、松取扱金

額は、 137,159百万円で前年比 7%の伸びとなった．類別

には、数量で冷凍魚類が、 10％増加 (3,652t増）となった

が、鮮魚類が、 3%汝少 (999t減）し、加工品類も、 3%

汝少（ 1,888t汲）となった．金額では、鮮魚類が、 7％増

加（ 2,153百万円増）し、冷凍魚類も、 14％増加 (5,876百

万円増）し、加工品類は、ほぼ前年並となった．

⑤ 第一水産誅
粒取扱数量は、59,126tで前年比 99%とわずか汝少し、

お取扱金額は、 60,816百万円で前年比 105%の増加となっ

た．類別には、数量で鮮魚類が、 50/4沿少 (918t汝）し

たが、冷凍魚類は、 9％増加( 1,001し増）となり、海藻

類も 21%の増加となった．金額では、鮮魚類は、 4%増加

(6  21百万円増）し、加工品類は、 2％増加 (303百万円

増）冷凍魚類は、 12％増加 (1,368百万円増）となった．

⑥丸千千代田水産卸

註双扱数量は、 73,539tで前年比98%とやや減少し、松

取扱金額は、 46,541百万円で前年比 105%と増加した．加

工品類の取扱としては、数量・金額ともに昨年に続きトッ

プとなった．類別には、数量で加工品類が、 2％汝少 (1,4 

45 t汝）し、溝藻類は、 9％増加 (109t増）となった．金

額では、加工品類は、 5％増加 (2,038百万円増）し、海藻

類は、 9％増加 (43百万円増）となった．

⑦ 総合食品卸
紐取扱数量は、 16,704tで前年比94%と減少し、松取扱

金額は、 14,988百万円で前年比 104%と増加した．類別に

は、数量で加工品類は、 6％故少 (987t液）し、海藻類

は、 29% 増加 (12t増）となった．金額では、加工品類

は、 4％減少 (522百万円沿）し、渇藻類は、 13％増加（ 3

百万円増）となった．

(2) 足立市場

① 東京北魚（掛
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粒取扱数量は、 25,0!0tでほぼ前年並となり、松取扱金

額は、 21,052百万円で前年比 104%と増加した．類別には、

数量で鮮魚類は、前年並となったが、加工品は、 6%増加

(641 t増）、海藻類も、 16％増加 (45t増）となり、

淡水魚類は、 12%汝少 (15t浜）となった．金額では、鮮

魚類は、 6％増加 (223百万円増）し、加工品類は、 3％増

加 (300百万円増）となった．

(2_‘ 大都魚類閥千住支社
総取扱数量は、21,417tで前年比 84%と汝少し、松取扱

金額は、 18,452百万円で前年比 95%と汝少した．類別に

は、数量で鮮魚類は、 9％汝少 (469t減）し、冷凍魚類は、

32％減少 (2.755 t汝）となり、加工品類も 9％減少 (859

t減）となった．金額では、鮮魚類は、 5％液少 (977百万

活）し、冷凍魚類は、 11％汝少 (649百万減）し、海藻類

は15％増加 (11百万円増）となった．

③ 中央魚頚諒千住支社
往双扱数量は、 20,0SOtで前年比94%と液少し、松取扱

金額は、18,424百万円で前年比 101%と増加した．類別には、

数量で加工品類は、 1%汝少 (74t沿）し、冷凍魚類は、 8

％汝少（ 613l汲）となり、鮮魚類は、 8％汲少 (445t液）

、貝類も減少した．金額では、加工品類は、 1％減少 (74百

万円汝）し、鮮魚頷は、 1％増加 (124百万円増）、冷凍

魚類は、 2%液少 (99百万円減）となった．

4.卸売業者別取扱高
(3) 大田市場

① 東京大田魚市場卸
松双扱数量は、16,547tで前年比 167%と増加し、松取扱

金額は、 16,057百万円で前年比 155%と増加した．類別に

は、数量で鮮魚類は、 68％増加（ 1.908 t増）し、冷凍魚

類は、 85％増加 (2,852t増）、加工品類は、 52％増加 (I.

555 t増）となった．金額では、鮮魚類は、 10％増加 (1,6

19百万円増）し、冷凍魚類は 85％増加 (2.654百万円増）、

加工品類は、 34％増加 (1,058百万円増）となった．

（2) 卸大田合水

稔取扱数量は、 16,910tで前年比 437%と増加し、松双

扱金額は、 14,708百万円で前年比 440%と増加した．類別

には、数量で鮮魚類は、 287％増加 (8.703t増）、冷凍魚

類は、 441％増加（ 8,703 t増）、加工品類は、 163%増加

(1. 589 t増）となった．金額では、鮮魚類は、 301％増加

(1,884百万円増）、冷凍魚類は、 401％増加 (7,002百万

円増）、加工品類は、 221 ％増加 (1,673百万円増）となっ

た．

※大田合水の前年比は営業関蛉の平成元年 9月以応の取

扱高と比較．

(4) 買付比率

全体の買付比率は、数量では、 50.7%と前年を 1.0%l. 

回り、金額では、 so.2 ?6と前年を 0.5%上回った． 市場

別に見ると、築地市均の買it比率は、数量では、 50.0%と

前年を 0.3%上回り、金額では、 49.1%と前年と同じになっ

た．足立市場の買付比率は、数量では、 47.2%'と前年を 2.

3%下回り、金額では、 53.9%と前年を1.6%下回った．大

田市場の買付比率は、数量では、 71.5%と前年を 18.8%上

回り、金額では、 72.I%と前年を 16.3%上回った．卸売

業者別に見ると、大郡魚類は、数量では、 50.6%と前年を

0.1%下回り、金額では、 45.5%と前年をI.9%下回った．

中央魚類は、数量では、 53.9%と前年を1.1%上回り金額

では、 51.9 %と前年を 0.3%ド回った．東郁水産は｀数量

では、 50.5 ~.と前年を 1.8 ~6 下回り、金額では、 50.2% と
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前年を 2.1%下回った。築地魚市均は、数髪では 、37.3%と

前年を 3.2%上回り、金額では、 38.2%と前年を 3.9%上回っ

た．第一水産は、数呈では、 37.8%と前年を 2.9%上回り、

金額では、 42.3%と前年をI.5％上回った ．丸千千代田水

産は、数髪では、 76.9 % と前年を1.8%上回り、金額では、

82. 0%と前年を1.0%上回った。綜合食品は 、数量では、

37. 2%と前年を 3.8%上回り 、金額では、 59.7%と前年を

2.3%上回った．東京北魚は 、数髪では、 43.4%と前年を

2.2%下回り、金額では、 55.3%と前年を 3.2%下回った。

大都魚類千住支社は、数髪では、 41.4%と前年を 5.4%下

回り、金額では 、48.6%と前年を 0.9%下回った。中央魚

類千住支社は、数量では、 58.2%と前年を 0.8%下回り、

金額では、 57.7%と前年を 0.8%下回った． 東京大田魚

市場は、数械では、 64.0%と前年を 17.5%上回り、金額で

は、 69.0%と前年を 15.3%上回った．大田合水は、数量で

は 、78.9%と前年を 10.2%上回り、金額では、 75.6%と前

年を 13.3%上回った．

表 1 年次別取扱高

年次
2 年 元年 63 年

区分

総数蘭 847,319 867,538 882,040 

前年比 97.7 98.4 99.1 

5. 出荷地別取扱高
(1) 総取扱高

郁道府県別の取扱高数輩のペスト I0は、 1位東京・ 2位

静岡• 3 位千葉• 4 位宮城• 5 位北海道・ 6 位愛知• 7位

三重 •8 位青森• 9位神奈川と 9位までは 、前年の 3位と

4位が入れ代わっただけで、 10位は前年の岩手に変わり福

島となった．取扱高金額のベスト 10は 、 1位東京・ 2位99

岡• 3 位北海道・ 4 位宮城• 5位千葉． 6位神奈川・ 7位

愛知と 7位まで前年と変わらず、 8位に大阪、 9位に岩手

と前年と入れ代わった。 10位は前年と同じ三重となった。

(2) 鮮魚取扱高

第 1位は、ハマチの増えた東京となった。前年 1位だっ

た宮城は、サンマ、カツオが液少し 2位となった． 3位千

葉・ 4 位北海道・ 5 位長崎• 6位静岡と前年と変わらず．

7位は三重、 8位は愛媛 、 9位岩手となり 、10位には 、佐

賀が上がった。

(3) 冷凍魚取扱高

東京は、前年に続き 1 位となった。 2 位静岡• 3位宮城・

4位青森と前年と変わらず．大阪が 5位に上がり、 6位に

神奈川が下がった。 7位・北海道で、 8位は千葉、 9位岩

手と前年と入れ代わった。 10位は愛知で前年と変わらず

だった。

(4) 加工品取扱高

東京が前年に続き取扱高 5万tを越え、第 1位となった．

2位も前年同様北海道となった． 3位は千葉、 4位静岡と

なり前年と入れ代わった。 5 位は宮城、 6 位•福島 、 7 位

愛知、 8位三重． 9位茨城・ 10位神奈川と前年と変わらず

だった．

（屯位：ト ン・千円・ ％）

62 年 61 年 60 年 59 年

889,831 865,060 852,094 855,321 

102.9 101. 5 99.6 104.5 

総 金 額 843,694,370 813,943,824 791,664,123 774,701,487 737,241,220 735,484,513 728,755,797 

前年比 103.7 102.8 102.2 105.1 100.2 100.9 105.3 
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表 2-1 年次別魚種別取扱数量 （単位：トン ・％）

年次
2 年 元 年 63 年 62 年 61 年 60 年 則• • 年 比

＇ 元／60

9 魚柿 -
数f,t 構成比 数 ht 構成比 数fit 構成比 数屈 構成比 数恥 構成比 数屈 構成比 2年 元年 63年 62年 61年

＇ 

総 数 847,319 100.0 867,538 100 0 882,040 100 0 889,831 100.0 865,060 100.0 852,094 100 0 97.7 98 4 99 1 102 9 101.5 99 

鮮魚 173,388 20.5 176. 894 20 4 185. 477 21 0 182,210 20.5 175,220 20 3 177,786 20 9 98 0 95 4 101 8 104.0 98.6 105 

活魚 12,582 1. 5 12,036 1 4 ー→ 104.5 

貝類 61,195 7.2 62,588 7.2 67. 117 7 6 67,544 7 6 69,174 8 0 67,475 7.9 97 8 93.3 99 4 97 6 102 5 91 

冷凍魚 285. 557 33 7 292,752 33 7 305,479 34 6 319,140 35.9 305,931 35.4 289,553 34 0 97 5 95 8 95 7 104 3 105 7 99 

鯨類 334 0.0 884 0.1 1,197 0.1 2,005 0 2 37 8 73 9 59.7 

淡水魚 1,242 0.5 4,362 0.5 4,505 0.5 4,740 0 5 4,686 0.5 5,047 0 6 97 2 96 8 95 0 101 2 92.8 84 

海藻類 7,779 0.9 7,221 0.8 7,758 0 9 7,074 0 8 7,159 0 8 7,131 0 8 107 7 93 l 109 7 98 8 100 4 109 

加I：品 302,575 35 7 311,685 35 9 311,370 35.3 308,239 34,6 301,693 34 9 303,098 35.6 97 I 100 1 101 0 102 2 99 5 100 

表 2-2 年次別魚種別取扱金額 （単位：百万円 ．％）

年次 2 年 元 年 63 年 62 年 61 年
削．． 
年 比

元／60

魚種
金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 2年 元年 63年 62年 61年

総 数 843,694 100 0 813,944 100 0 791,664 100 0 774. 701 100.0 737,241 100 0 103 7 102 8 102. 2 105 1 100 2 115 

鮮 魚 I 92,274 22.8 182,021 22.4 188,661 23 8 180,410 23 3 175,184 23 8 105 6 96 5 104 6 13.0 106 1 133 

活 魚 26,635 3.2 24,421 3.0 109.1 

貝 類 62,731 7 4 59,326 7 3 54,657 6.9 53,436 6 9 47, 731 6.5 105 7 108 5 102 3 112 0 101. 6 134 

冷凍魚 306,173 36. 3 293,484 36 1 297,004 37.5 291,384 37.6 282,533 38.3 104 3 98 8 101 9 103 1 100.0 108 

鯨 類 928 0 1 1,993 0.3 2,109 0 3 46.6 94 5 76.7 

淡水魚 5,587 0 7 5,751 0 7 5,451 0.7 6,201 0 8 5,998 0.8 97.1 105 5 87.9 103 4 90 6 84 

海藻知 3,144 0.4 2,815 0 3 2,792 0 4 2,512 0 3 2,556 0 3 111. 7 100 8 111.1 98 3 97.6 120 

加工品 247. 150 29 3 246.126 30 2 242,171 30.6 238,766 30 8 221,130 30.0 100 4 101.6 101.4 108 0 96.6 108 

表 2-3 年次別魚種別平均価格 （洋位：キロ当り円 ・％）

年次 2 年 元 年 63 年 62 年 61 年 対 60 年指数

魚種
価格 前年比 価格 前年比 価格 前年比 価格 前年比 価格 前年比 2年 元年 63年 62年 61年

総 数 996 106.2 938 104 5 898 103.1 871 102 2 852 98 7 115 109 104 101 99 

鮮 魚 1.109 107.8 1,029 101 2 1,017 102.7 990 99 0 1,000 107.6 119 111 109 107 108 

活 魚 2. 117 104 3 2,029 

貝 粕 I,025 108.1 948 116 5 814 102.9 791 114 6 690 99 1 147 136 117 114 99 

冷沫魚 1,072 106.9 1,003 103.2 972 106 5 913 98 8 924 94 7 llO 103 100 94 95 

鯨 類 2,776 123 1 2,255 128 0 1,762 128.4 202 164 128 

淡水魚 1,.317 99 9 1,318 108. 9 1,210 92 5 1,308 102.2 1,280 97.6 100 100 92 100 98 

海藻類 404 103.6 390 108 3 360 101 4 355 99 4 357 97 3 110 106 98 97 97 

加r:品 817 103 4 790 101.5 778 100.4 775 105 7 733 97.1 108 105 103 103 97 

注 ‘V成Jじ年から活魚類を大分類とし、鯨類は削除、生鯨は鮮魚類へ、冷凍鯨は冷凍魚類へ区分した。



18 

表 3-1 市場別・年次別取扱数量 （単位：トン ・円）

市 年次， 2 年 元 年 63 

し
62 年 61 年

場 区分 I構成比 I I構成比 ｀成一比

総 数 「［ 847,319 I 867,538 | 882, 040 I 889,831 865,060 
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

数 前年比 97. 7 I 98. 4 I 99. 1 102. 9 100. 2 

築 数 悶 747,355 781,739 804,095 814,995 793,742 
88.2 90.1 91. 2 91. 8 I 91. 8 

地 前年比 95.6 97.2 98.7 102.7 100.3 

足：： 棗 66,508 
7.8 
72,052 

8.3 
69,740 

7.9 
67,176 

7.4 
64,078 
| 7.4 

立比 92.3 103.3 103.8 104.8 103.1 

大 数屈 33,456 I 13,748 I 
1.6 
8,205 

0.9 
7,660 7,241 

3.9 | 
167. 6 I 0. 8 | 0.8 

田 前年比 243.4 107.1 105.8 100.2 

表 3-2 市場別・年次別取扱金額 （単位：百万円 ．％）

一
市

年次
2 年 元 年

場
区分

構成比 構成比

総 金 額 843,694 813,944 791 
100.0 100.0 

数 前年比 103.7 102.8 1 

築 金 額 755,004 742,239 728 
89.5 91. 2 

地 前年比 101. 7 101. 9 1 

足 金 額 57,927 58,006 55 
6.9 7.1 

上一 前年比 99.9 104.2 1 

大

:
: [  0,763 

13,699 7 
3.6 1. 7 

田 224.6 175.4 1 

3 年 62 年 61 年

構成比 構成比 構成比

664 774,701 737,241 
100.0 100.0 100.0 

2.2 105.1 100.2 

171 714,538 680,173 
92.0 92.2 92.3 

1. 9 105.1 100.3 

685 52,920 50,128 
7.0 6.8 6.8 

5.2 105.6 100.2 

808 7,243 6,940 
1.0 0.9 0.9 

7.8 104.4 98.9 

6
 

゜

゜

゜
゜注 平成元年9月18日に大森市場が廃止され、大田市場の水産物部が業務を開始。大森市場の取扱分は大田市場に含めて計上。


